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                            Abstract  
In the system of the second foreign language learning at Kanazawa University, 
beginners are required to take two lessons each week. One lesson focuses on 
grammar and the other gives stress on oral-communication skills. In this paper, we 
report on the students’ levels of achievement in the oral-communication classes of 
German and French based on the can-do lists of the CEFR level A1. We also analyze 
some problems in the course design at the university which make it difficult for the 
students to follow the successive learning steps shown in the CEFR, and give our 
opinions about the possibilities for improving language teaching at the university 
focusing on competency development necessary for communication. 
  
1．はじめに 
2010 年度より、外国語教育研究センターの共同研究プロジェクト A では、金沢大学の共
通教育言語科目における到達目標と厳正な成績評価の実現に向けた取り組みとして、ヨー
ロッパ言語共通参照枠（以下、CEFR と略称）を到達目標として活用する試みに取り組ん
できた。すでに英語では、英語 I の履修者に CEFR のレベルに照らし合わせた英語力自己
判断アンケート調査を行っている。 
大学入学後に学習を開始する初習言語については、1 年次に A（初級）の履修者が目指す
レベルは CEFR A1 である。履修者に対してより詳細なコミュニケーション能力の自己判断
アンケートを行う場合には、きわめて具体的な can-do 項目の例示が必要になる。そこで初
習言語の方では、ドイツ語とフランス語を例にとり、1 年次の A の授業で CEFR の A1 の
どの程度の can-do 項目が扱われているかを調査してみることにした。以下に示すのは、本
学で使用されている CEFR に対応した教科書を分析して得られた、1 年間で到達可能と思
われる can-do 項目の目安である。本稿では、さらに本学のカリキュラムと CEFR のレベル
設定の間にある問題点を整理し、今後の授業運営やカリキュラムの改善の可能性について
検討したい。1 
                            




 2．初習言語 A の授業システムと CEFR 
本学における初習言語 A（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・朝鮮語・スペイ
ン語）は、最初の学期に A1 と A2 が、次の学期に A3 と A4 が、それぞれペアで開講され
ている。いずれも 90 分週 1 回、全 15 回からなり、たとえば 1 年次にドイツ語を初習言語
として選択した学生は、前期に週 2 回、A1 と A2 の 2 コマを履修する。そしてそれぞれの
科目で単位を取得できれば、後期には A1 に接続する A3 と A2 に接続する A4 を受講する
ことになる。なお、成績評価（単位認定）は A1 と A2、A3 と A4 で別に行っている。 
初習言語 A が必修か選択かは学類によって異なるが、基本的にすべての学生にペアでの
履修が推奨されている。したがって選択コースでも A1 と A2（A3 と A4）はセットで開講
されるのが原則である。 
 
2-1．ドイツ語 A の場合 
2011 年度前期に開講されたドイツ語 A は、必修コース 10 ペア、選択コース 3 ペア、半
期遅れコース 1 ペアの計 28 コマだった。半期遅れコースとは、前年度（2010 年度）後期
開講の A1 と A2 から学習を始めた者の継続クラス（A3 と A4）であり、対象学生も 2 年生
以上に限定されるため、この年に入学した 1 年生向けのドイツ語 A の授業としては、A1 と
A2 がそれぞれ 13 コマ、つまり 13 ペア提供されたことになる。 
A1 と A2 を同一の教員が担当する、いわゆる「ひとりペア授業」も一部のクラスでは実




クラスある A1 の授業で採用された教科書は 11 種類。それ以外に、市販の教科書は使用せ
ず、手作り教材で授業を行うクラスも 1 つあった。日本の出版社が発売するドイツ語文法
の教科書は、各課に文法説明と（独文和訳・和文独訳などの）練習問題を配置した画一的







学のドイツ語 A と CEFR について考えるとき、文法中心の A1/A3 よりむしろ参考となりう
るのは、コミュニケーション活動に力点を置いた A2/A4 の授業ということになろう。 
この学期、13 クラスある A2 の授業で採用された教科書は 6 種類（その他、市販の教科
書は使用せず、手作り教材で授業を行うクラスも 1 つあり）。この数は A1 の 11 種類にくら
べやや少ない。その理由として、A2 の授業を数多く担当するネイティブ教員が複数のクラ
スで同一教科書を用いた点が挙げられる。さらに 2011 年度から、2 年次以降もドイツ語を
継続して学習する機会の多い人文学類・国際学類の 4 クラス中 3 クラスにおいて、ドイツ
の出版社から刊行されているシリーズ化された教科書（具体的には Hueber 社の
TANGRAM aktuell）を準統一教科書として採用した事実も考えられよう。 
2004 年に初版が発売された TANGRAM aktuell シリーズは CEFR に準拠して作られた
教科書である。本学の A2 クラスで採用された TANGRAM aktuell 1 Lek. 1-4 はシリーズ
最初の巻であり、CEFR A1 の前半部に相当する。また、シリーズ第 2 巻の TANGRAM 
aktuell 1 Lek. 5-8 は CEFR A1 の後半部に対応しており、これら 2 冊を終えてはじめて
CEFR A1 レベル到達ということになる。TANGRAM aktuell シリーズは各巻とも 50-80 
Unterrichtseinheiten の授業時間を想定して作られているので、2 1 回の授業が 90 分の本
学の場合、Lek. 1-4 を終えるのに 25～40 回の授業回数が必要となる。事実、この教科書を
使用した教員によると、前期の A2（全 15 回）では終えられず、後期の A4（全 15 回）を
含めた計 30 回の授業で 1 冊を終えたという。3 
他に A2 で使われた教科書のうち、CEFR A1 レベルに準拠したものとしては『スタート！ 
―コミュニケーション活動で学ぶドイツ語―』（三修社、2009）が挙げられる。この教科書
もまた 90 分の授業で週 2回の使用によって 1年間で終えられることを想定して作られてい
る。4 したがって本学のように週 1 回、A2 および A4 の授業だけで用いた場合、1 年間の




たこれらの教科書は、CEFR 準拠をうたっているわけではなく、したがって週 1 回の文法
の授業の進度に合わせ、1 年間で相当レベルの会話練習（たとえば関係文や受動態を用いた
もの）を視野に入れている。こういった文法項目は、当然のことながら CEFR A1 に準拠し
た教科書を 1 冊終えたところで扱われるものではない。 




                            
2 Ina Alke, Rosa-Maria Dallapiazza, Eduard von Jan u. Diter Maenner: TANGRAM 
aktuelle 1 Lek. 1-4 Lehrerhanduch. Ismaning (Hueber) 2005, S. VII 
3 本学では TANGRAM aktuell 1 Lek. 5-8 を 2 年次以降のドイツ語 B および C（専門科目
としてはドイツ語コミュニケーション 1 および 2A・2B）で継続使用している。 
4 藤原三枝子、桂木忍ほか：『スタート！―コミュニケーション活動で学ぶドイツ語―』教
授用資料、三修社、2009 年、13 ページ。 
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ることもままある。『スタート！』についても、目次に記載されている各課の「言語行為」
が can-do 記述の形を取っていないため、CEFR 準拠というよりむしろ、「CEFR の影響を
受けてドイツ本国でできた A1 レベルの試験に合格することを目標として作られた感があ




2-2．フランス語 A の場合 
2011 年度に開講されたフランス語 A の授業は 30 コマで、内訳は必修コース 4 ペア、選
択コース 2 ペア、半期遅れコース 1 ペアおよび A1 と A3 各 1 コマであった。 
内容的には A1/A3 が文法中心、A2/A4 がコミュニケーション活動中心の授業である。担
当については、A1 と A2、A3 と A4 がペア開講されている場合には、2 名の担当者がペア
を組む形式を取っている。 
教科書の選択は教員の個人裁量に任されており、学類別のコース内での統一も図られて
いない。A1 と A2、A3 と A4 で共通の教科書を使うことはしておらず、2011 年度もすべて
のペアにおいて異なる教科書を使用している。 






文法項目から見ると、順序は別にして、概ね週 1 回 1 年の授業で条件法や接続法までを網
羅的に学ぶ形式の教科書と言える。これらの文法主導型の教科書を用いた授業では、学ぶ
べき学習項目に追われ、個々の文法事項をコミュニケーション場面で使いこなす練習は十
分には行われていない。したがって、A1/A3 の達成度を CEFR の can-do 記述文に照らし合
わせて測ることには無理がある。 
A2/A4 の教科書の方は 4 種類で、Conversation et Grammaire（アルマ出版、2007）、
Nouveau Taxi！1（Hachette, 2009）、『フランス語 2020』（白水社、2011）、『フランス語
の方法』（駿河台出版社、2010）である。このうちネイティブ教員が使用している Nouveau 
Taxi！1 のみが、DELF A1 という CEFR A1 に対応した資格試験を目指す教科書であるこ
とを明記している。ネイティブ教員は、この教科書を 1 年次の A2 と A4、それに続く 2 年
次前期の B および後期の C と通して用い､6 週 1 回の授業で 2 年かけて終えている。練習問
                            
5 平高史也：「日本における『ヨーロッパ言語共通参照枠』の受容―ドイツ語教育と日本語 
 教育を例に―」、Revue japonaise de didactique du français Vol.6 n° 1、2011 年、276 
 ページ。 










がある。だが先に挙げた A2/A4 の教科書のうち 1 種類は文法の授業でも使える作りの教科




can-do 記述文を参照しつつ、授業内容の検討を行いやすいのは A2/A4 の授業と言えるであ
ろう。 
 
3．CEFR A1 レベルに準拠した教科書を用いた場合に到達可能な can-do 項目案 
以上のような現状を踏まえ、われわれは本学のドイツ語およびフランス語 A の到達度に
ついて、CEFR に準拠した教科書を用いて授業実践が行われている A2/A4 のクラスをもと
に can-do 記述文によって整理することを試みた。その際、CEFR A1 レベルまでの到達度
をより正確に表現するため、これを細分化する方策を取った。 
今回の調査に当たり、ドイツ語では Tangram aktuell 1 Lek. 1-4 と『スタート！』を、
フランス語では Nouveau Taxi ! 1 に加えて、ネイティブ教員が使用した経験のある CEFR
準拠の教科書 Spirale (ピアソン・エデュケーション、Hachette, 2006)を分析対象とした。
また CEFR のフランス語における到達目標については、Référentiel de programmes pour 
l’Alliance Française élaboré à partir du Cadre européen commun (Alliance Française, 
CLE International, 2009)も参照した。 
A1 レベルの can-do 記述文を細分化するに当たり、われわれはまず、以下の 3 点から分
類を行った。 
 
1）週 1 回の授業で 1 年間で到達可能な事項 
2）週 1 回の授業では（進度や教科書の配列などによって）到達が可能かもしれない事項 
3）週 1 回の授業では到達が困難な事項 
 
                                                                                  
 講されている。 
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 教育を例に―」、Revue japonaise de didactique du français Vol.6 n° 1、2011 年、276 
 ページ。 










がある。だが先に挙げた A2/A4 の教科書のうち 1 種類は文法の授業でも使える作りの教科




can-do 記述文を参照しつつ、授業内容の検討を行いやすいのは A2/A4 の授業と言えるであ
ろう。 
 
3．CEFR A1 レベルに準拠した教科書を用いた場合に到達可能な can-do 項目案 
以上のような現状を踏まえ、われわれは本学のドイツ語およびフランス語 A の到達度に
ついて、CEFR に準拠した教科書を用いて授業実践が行われている A2/A4 のクラスをもと
に can-do 記述文によって整理することを試みた。その際、CEFR A1 レベルまでの到達度
をより正確に表現するため、これを細分化する方策を取った。 
今回の調査に当たり、ドイツ語では Tangram aktuell 1 Lek. 1-4 と『スタート！』を、
フランス語では Nouveau Taxi ! 1 に加えて、ネイティブ教員が使用した経験のある CEFR
準拠の教科書 Spirale (ピアソン・エデュケーション、Hachette, 2006)を分析対象とした。
また CEFR のフランス語における到達目標については、Référentiel de programmes pour 
l’Alliance Française élaboré à partir du Cadre européen commun (Alliance Française, 
CLE International, 2009)も参照した。 
A1 レベルの can-do 記述文を細分化するに当たり、われわれはまず、以下の 3 点から分
類を行った。 
 
1）週 1 回の授業で 1 年間で到達可能な事項 
2）週 1 回の授業では（進度や教科書の配列などによって）到達が可能かもしれない事項 
3）週 1 回の授業では到達が困難な事項 
 
                                                                                  
 講されている。 
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 そしてそれぞれの事項について、各教科書で扱われている具体的な活動例を抽出し、そ













コミュニケーション手段としての言語使用を念頭に置く CEFR らしさの表れと言えよう。 














整理しておきたい。ここまで見てきたように、ドイツやフランスで作成された CEFR A1 レ
ベルに対応した教科書を週 1 コマの会話の授業で使用したのでは､1 年間では終えられない
can-do 項目が出てくる。仮に週 2 回の授業で連携をとって使用すれば、1 年ですべての
can-do 項目を終了することができるのだが、その場合は、共通教育と専門教育にまたがる
問題が出てくる。 
本学の A の履修システムにおいては、2 年次から初習言語を専門的に学ぶ学生も他の学
生と同じ授業時間数であるため、これらの学生にとっては、講読を行うにあたり CEFR の 
別表 1：CEFR A1 レベルに準拠した教科書を用いた場合に到達可能な can-do 項目案 
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挙げられるのは B1 レベルである。付け加えておくと、従来、ドイツ語やフランス語の 1 年
次の文法の授業で扱ってきた文法の学習項目はほぼこの B1 に相当する。英語で言えば大枠
中学 1 年から高校 2 年までに学習する文法内容である。 
さらに、読むことの到達目標に着目すると、現代文学の散文の読解は CEFR のレベル設













仏検を実施しているフランス語教育振興協会は、学習時間 200 時間を目安にした仏検 3
級をCEFR A1対応の資格試験DELF A1とほぼ同一のレベルとする対応表を出しているが、
文法の学習項目だけをとれば、仏検 3 級は CEFR の B1 レベルに相当するであろう。ただ




では 120 時間（90 分授業で 80 回）の学習時間を目安とした 3 級の取得により、A1～A4
までと B（1 科目）の計 10 単位を認定しているが、これは「ドイツ語の初級文法全般にわ
たる知識を前提に」した独検 3 級の検定基準が本学の初級の学習内容とほぼ合致し、さら
に「簡単な内容のコラムや記事などの文章を読むことができる」ためには、ある程度の積























2） 本学では後期に必修の授業に加えて 2 コマの充実クラス（読む・書く／聞く・話す）を
設けている。これらのクラスで CEFR A1 の can-do 項目により配慮した授業を行うこと
は可能であろう。 
3） 担当者の間で A1 の can-do 項目についての共通理解ができれば、現行の授業の中でで
きる工夫もある。例えば以下のような工夫である。 
・ A1/A3 の授業で、CEFR A1 レベルの最重要語彙を使えるように練習させる。 
・ A1/A3 の練習問題に実践的なものを多く取り入れる。 
・ すべての A2/A4 の授業で、A1.1 の can-do 項目と見なされる項目を修得させる。 
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のみを対象としており、CEFR 対応の資格試験 DELF については単位を認定していない。
先にも述べたように、仏検と DELF のレベル設定の整合性には注意する必要があるが、
DELF の単位認定についても検討すべき時期に来ている。他方ドイツ語では、CEFR A1
レベルに対応した Goethe-Institut の検定試験 Start Deutsch 1 に合格すると A1～A4
の 8 単位を、A2 レベルに対応した Start Deutsch 2 に合格すると A1～A4 と B（2 科目）・
C（2 科目）の計 16 単位を認定している。しかし上述の通り大学 1 年次に扱う文法項目




1） 現行の週 2コマの授業以外に､週 3コマ・4コマのインテンシブコースを設け、CEFR A1




2） すべてのコースにおいて週 2 コマの初級の授業で CEFR A1 対応の教科書を使用し A1
を終了する。続けて B・C(人文学類・国際学類では専門科目)でも週 2 コマ A2 対応の
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